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’＜目 的 ＞　 昨 年 実 施し た、 小 学 生 を 対 象 と す る 人 間 関 係 の 調 査 で、 家 族 や 友 達 と の 関 わ

り が、 貧 弱 ・ 縮 小 化 し て い る 実 態 が 明 ら か にさ れ た。　そ こ で、 本 報 告 で は、 就 学 前 児 に 着

目 し て、 人 間 関 係 が 発 達 ・ 変 化 し て い く 過 程を 明 ら か に する。

＜方 法 ＞　 香 川 県 Ｍ 市 立J  幼 稚 園（ 男 児7  0名、 女 児90 名、 計　160 名 ） の 全 園 児を 対 象 と

し て、1990 年11 月 下 旬 に ア ン ケ ート 調 査 を 実 施し た。I 調 査 項 目 は、 前 日 に お け る 主 な 行 動

の 時 間、 場 所、 内 容、 人 につ い て で` あ り、 調 査 票 は、 園 児 に 持 ち 帰 ら せ て 父 母 に 記 入し て

も ら っ た。

＜ 結 果 ＞　 家 族 全 員 で 食 事 を し た の は、 朝 食 で ２ 割、 夕 食 で ５ 割、 朝 夕 共 は ２ 割 に 満 た

な い が、 こ れは 小 学 生 の 調 査 と 一 致し て い た。 性 別、 年 齢 別 に よ る 差 異 は みら れな い。 そ

の 他 の 生 活 行 動 で は、 母 親と 一 緒 に 行 な っ た 行 動が、 ほ ぼ 全 員 に み ら れ（ 「 母 親 と 」で は

３ 歳 児　100  ％、4  歳 児9  8.2 ％、5    歳 児96.6 ％ ）、 きょ う だ い と の 関 わり も 多 い（ 「 きょ う

だ い と 」で は ３ 歳 児93.0 ％、 ４ 歳 児93.8 ％、 ５ 歳 児92.6 ％ ）。 父 親、 祖 父 母 と は や や 減 少

す る が（ 「 父 親 と 」 で は 約 ７ 割、 「 祖 父 母 と 」で は 約８ 割 ）、 小 学生 と 比 較 する と 多 い。

戸 外 遊び は 年 長 にな る ほ ど 多 く’、3  歳 児 で は 男 児 が 多 い が（ 男 児54.2 ％、 女 児2  1.7 ％ ）、

５ 歳 児 に な る と 共 に 活 発 に な る（ 男 児70.4 ％、 女 児74.2 ％ ）。 戸 内 遊び で は、 年 齢、 性 別

に 関 わ ら ず、　８ 割以 上 が 行 な っ てい る。 小 学 生 に比 較し て、 戸 外、 戸 内共 に 多 い。　遊び 相

手 で は、 戸 外、 戸 内 遊び と も、 父 母 や き ょ う だ い を 含む 場 合 が 多 く、 特 に、 き ょ う だい を

中 心 と す る 遊 び の 広 が り が 大 切 で あ る こ と が わか る。

B  2 幼児の児いやり行動歳目今当畦調i-,てつい1
大秦愛子大学人関む台学研支所気　0 長J,篤子
大幸々 子大学　平井信義 千羽瀋代チ

a 的　平井信義の 人゙格構造とその発生過症j   を追求-  ̂るな。イ 、幻わりiiL,i 、幼 児り

思いやソ行動 に幽目し.    そ(7)精神構是と発建過暴 を明らり り ろ浙 爽を昶 め/:.   J ず文献

研呪と幼 児の行動観衆､ヽ ら丹 いやV  ? 以下。ように克義 した 、そ いや卜i  - a  冷然 怖n)氏聊f. と幼 児の行動観鰐丿･ヽら鳶 いやり 以 下のように足義 し几
現i  あ･) 、嫡緒的剔 鮫 成り立 べ い うい^ を濁奥 し 限o県i  あ･)、嫡楠的剔 紅 成り立べ いうことを考鼻し 限o　e  1- s . Ｃ、 F｡. のe  ・ －
-path グ（ 良感? の定義に姜ダき’相手。立場に立。Ｌ

χ
し 相手り気梢汚 き汲む心丿

七レ そ幻丿動はり れt り く表ii ろ行動^ I ある乙した。以上の定義に基づ､?3 勉･ 幼
E れ れぞれ3 牟聞、追跡的に繩家すれk      によ1)慾いぞリ行動を勿出､し、騨 乳グルづ・
によ、て大蟻目/o t 60小項目に整# し、幼児の鳶いやソ行動墳目として設定した。冷回の
研 軋の§妁はわれ一われヵ備 定した幼児の廻ヽいやリ行動項目の斗 割 竹 扉 ？力い::  う、こあ

ろ。

方拡　われわれの作成しμ幼児の尽 いやノ行動 行目の冷 当性 を麗ヵヽめうた作 こヽ 幼雄園

11 園に於 て、アト ランタA に選μ、した5 才児ぼiコの幼児 を. 各幼児I' つ､きそれぞれ2^ の

観熹名 が、ﾅ3-  ヽ、ク'J スト法によ･) 、鳶いやリ行動 を2 段 階o 遍択肢でチェックした。そ
の結果ﾀ･ヽ ら行動挿､目聞。客観性、信頼性 、感 受性を調£レ、各項目の岸 か瞳を漣 。ヽ if)Tz.

更に各行動瓊目闇の相関関係を奪取し、加 哨､且の検証を行った・

舶朱　 これ まで設定｡しX  きμ鳶 いやン行動壊目B0 のﾉiヽ壊目のク^ 、椙維性につい て､まz/、

名観性r. 7 いては^  、感 受甦につぃT li 1  のぶ吼目に問m. のあ るI ヒが判明し/･-・
各泉目の検証についてはそれぞれ独立し か壊目t して扱軋で. ̂るc  t を遵認 した。


